
又

ト

ヅ

ヲ

ス

の
自

然

観

の

一
様

相

安

齋

七

之

介

ー
ワ
ー

ヅ

ワ

ス

(
嶺

崇

宣
琶

宅

o
昌

辺・
司
o
目
窪

)

の

代

表

的

傑

作

の

一

『
幼

年

時

代

の

追

想

に
由

る
不

死

の
暗

示

の
頒

」

(
O
自
Φ
"

H
β
銭
B
暮
ざ

β
の
o
』
H
岩
目
o
昌
鑑
騨
メ

建
o
犀

弱
①
0
9
一①
o菖
o
β
ロα
o
h
国
蟄
昌
団
O
げ
昌
9
倒
o
o
q
)

に
表

は

れ
た

自

然
親

を
考
察

す

る

こ
ど

が
此

の

.,小

論

の
目

的

で

あ

る
。
特

に
此

の
詩

に
表

は

れ
た

る

と

い
ふ

限

定

の
必

要

な

る
所

以

は
、

ワ
ー

ヅ

ワ
次

の
自

然

観

に
は
推

移

が

あ

る
か

ぢ

で
あ

る

。
、

・

.

.」

'

一]一

O
昌
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H
2
日
H
冒
卜
日
H
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O
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實
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b
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日
圃

国
霞

爵

8

ピ
畠

8

δ
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自

崔

笛
圃

畠

冒
冨
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⇔

幼
年
時
代
の
追
想
に
由
る
不
死
の
暗
示
の
頒

サ

へ

同

日
琶

Φ

毒

霧

§

①

書

害

ぽ
$
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ぎ
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§

p
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含

育
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聾

u
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U
ヅ
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然
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夢

ワ
,

ヅ

ワ
ス
の
自
然
親
δ

一
樫
根

.日
ぽ
o,
$

詳

F

舞

脅

$

o
芽

,8

景琶
8

督

臥
σq
匡

円
O

]B
O

幽
一侮

qΩ
O
①
犀

ド
娼
娼
霧

o
目
噂争

博
β

0
9

0
欝

宣

一

累
魁
醤

℃

、

日
犀
o

唯

o
尾
ヤ

劉
島

酔
げ
Φ

馨

¢
げ
買
o
器

o
隔
勲

篇
吋
o
聲　

岸

綻

昌
O
酔

嶺
O
類

器

騨

『
暮

げ

げ
O
①
湊

O
施

賢
O
尾
⑦
脚-

臣

芦

書

。
曇

8

、窪

H
餐

ざ

,

・

厨
曳

巨

警

o
目
動
蟄
ざ

・

日
ぽ
⑦

窪

諄

鵯

朝
ぼ

α
財

H

汐
薯

o

。Ω
o
①
昌

H
診
o
詔

皐

β

器

似

昌
o

.回岩

目
o
.

・

一

ト

、

＼

そ

の
む
か
し
、
一牧
勃

も
森
も
流
水
も
、

!

大
地
、
ま
た
、
あ
り
と
あ

る
観
景

が

久
方

の
天

の
光

に
、

夢

さ
な

が
ら

の
榮
光
と
鮮
か

さ
と
に
、

わ
が
眼

に
は

、
装

は
れ

て
ゐ
た
。

,

今

は
昔

の
面
影

な
な
℃
、

-い
つ
ご
を
向

く
も
、

甕
夜
を
問

は
ず
、

㌧

わ
が
湘
脚
し
物
を
今

は
は
や
観
る
こ
と
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
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岸
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・

尋
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O
"

笹

魏
酔
ゆ
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円
層

β
一〇Q
倒
叶

皿

.

r・

》
月
O

ぴ
㊦
蟄
挿
菖
津

一

蟄
揖
貸

輪
鉱

嬬
脚

、

日
げ
O
・
紹
唇
切
ザ
貯

o

♂

鉾

劔レ
ざ
訟
o
岩

ぴ
埣
酔
ぼ
鴇

-

国
暮
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暮

H

婦
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O
笥
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宅
昼
O
ざ
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磐
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、
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伊
卸
ゆ

げ
冒
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O

律

簿
ψ
ぽ
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勲
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蔚
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勲
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一
〇
円
団

津

O
鍔

r
"
岸
Φ
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僧
円
♂
昼
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一

一

.

大

室

に
虹
現

れ

て
、
浩

え

、

薔

薇
花

は
今

も
な

ぼ
麗

し

い
噂

、

.

室

に
雲
な

き
ゆ

ふ

べ
に

は

月

影

は
喜

々
と
し

て
あ
た

ゆ
を

眺

め
、
-

星

つ

く
夜

牛

の

水

は
ま

こ
と

に
美

し

い
。

旭

日
は
榮

え
あ

る
誕

生

で
あ

る
。

ジ
ー
ヅ
.y
ス
の
自
然
観

@

一
綾
皿.租
…
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然
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様
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ざ
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さ

り

な

が

ら

、
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れ

は

知
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、

わ

が

赴

く

と

と

ろ

3

地

上

か

ら
ハ

或
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「榮

光

の
失

せ
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・
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①
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ゆ

日
ぽ
o
詳

o
ぼ

蜀

ρ
恥
甘

団

、

oΩ
建
。
暮

目
。
毒

⑨

犀
①
弘

①
酔
目
。
富

蟄
目
昏

二

ぽ
。
垂

・
窪

3

甘
憩

胃

詔

。
嘗

。
擁
幽
8

。
Σ

、
三

い
ま

、
」鳥

は
斯

く
喜

び

の
歌

を
ば

う
た

ひ
、

小

羊

は
小

太
鼓

の
ね

に
連

れ

る

ご

と
く

に

跳

び

は

ね

る
と

き

、

わ

れ

に

の
み

悲

み

の
思

ひ
は
襲

ぴ
來

た

つ
た

。

時
誼

を
得

た

表
現

は
そ

の
思

ひ
を
な

ご

め
、

、

か

く

て
わ

れ
再

び

を

こ

こ
ろ

を
得

た

。

き
り

ぎ

し

に
瀧

は
嘲

夙

を

吹
き

鳴

ら
す

。

い

つ
ま

で

わ
れ

は
悲

ん

で

、

こ

の
佳

い
節

を
害

ふ

て
ゐ

て
よ

か

ら
う

か
。
「

㌦
山
彦

は
山

に
群

ら

が
動

、

ま
ど

ろ

み

の
野

漫

か
ら

風

は

わ
れ

を
訪

れ
、

全

地
を
學

げ

て
は
な

や

い
で

ゐ
る

。

げ

に
、
陸

も

ま
た

わ
だ

つ
み

も

'

よ
,ろ

之
び

に
身

を

委

ね

、

気ま

た

、

け
だ
も

の
は

初

夏

の

心
を

以

つ

で

ツ
雷
ヅ

ワ
久
の
自
然
翻

の
一
様
相
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ら
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な

加
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・
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喜

び
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子

よ
、

い
ざ
叫
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、
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が

ま

わ

軌
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て
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叫
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、
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Φ
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み
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①

目
①
娼
霊

酔
讐
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ぽ
暮
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弓
、審

自
㊥
9

篤

㊦

〈
互

o
拶
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噌
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ぽ
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昌
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宅
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酔
げ
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σq
ざ

ξ
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昌
窪

φ
ぽ
①

臼

o
蟄
§

噌

四

,
ノ

、

、

ま

た

、

幸

ひ
な

動

物

た

ち
よ

、

わ

れ

汝

等

の
呼

び

交

は

す

ご

わ

ね

を

鵜

い
た

。

汝

等

の
歓

樂

に

大

室

も

共

に

さ

ざ

め

く

。

ド

わ

が

心

、

汝

等

の

宴

に

つ
ら

な

り

、

,
、

、

へ

花

め
冠
を

わ

れ

は
戴

く

。

-

・

わ

れ
、

汝

等

の
盗

る

る

さ
ち

を
鉾

と
感

す

る
。

、

あ
あ

蝸

ひ
な

る
ぞ
1

若

し
も

こ

の

五
月

の
あ

し

た

、

、

犬

地
が
か

く

も
身

の
装

ひ

を

す

る
時

に
、

.
、

.,

ま

た

、

い

つ

こ

で

も

、

も

ン

蓼

ヅ

y

ス
の

自

然

蜘
馴
の

一
康

相
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ン
ー
ヅ
ワ
ス
の
自
然
翻

の

一
様
相

子
供

等

が

、
遠

く
廣

く

、
幾

多

の
谷

で
、

新

鮮

な

花

を

摘

ん

で

ゐ
る

時

、

陽

が

濫

く

輝

い

て
、

:

お

さ

な

兇

は

母

の
か

ぴ
な

に
小
躍

る
時

に
、

わ

れ

の
み

ひ

と
り

心
塞

い
で
あ

る
な

ら

ば
身
・。

わ

れ
は

嘉

く

、

賠

い

て
喜

ぶ
。

し

か

し
、
,
樹
も

あ

ま
た
あ

る
う

ち

、

ひ
と

も

と

の
樹

、

嘗

つ

て
観

た

ひ
と

つ

の
畑

、

爾

者

な

が

ら

に

、
失

せ

去

つ
た
何

物

か

を

ば
語

る

の
だ
。

足
も

と

の
パ

ン
ジ

イ
も

ま
た

同

じ

話

を
繰

り
返

へ
す
。

.
転

・

ど

こ

へ
去

つ
た

か

、

ま

ぼ

ろ
し

の
あ

の
光

、
.

'
あ

の
榮

光

と

あ

の
夢

は

い
ま
ど

こ
忙

あ

る

σ

で
あ

る
か

。
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ロ

も

り

お

～

・

,
、
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こ

と
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抽
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ソ
ー
ヅ
ン
ス
の
自
然
観
の

一
檬
相
-

.
、噛

他

庭

の
ど

こ
か

で
湊

し

た

も

の
で
、

遠

く

か
ら

來

る
も

の
で
あ

る
。

・

全

く

の
忘

却

の
歌
態

に
於

で

で

は
な

も
、

全

く

の
裸

か

の
さ
ま

に
於

て
で
も
な

く

、

榮

光

の
雲
柵
曳

か

せ

つ

つ
、

h.「

わ

が
故

郷

な

る
紳

か

ら

我

等
來

た

る

の
で
あ

る
。

幼
時

に
は

わ
が
身

邊

に
天
國

は
横

は

る
。

や

が

て
し

て
、
生

ひ

立

つ

て
ゆ

く

少
年

を

、

賑
獄

屋

の
影

は
閉
ざ

し

は

℃

め

る
。

さ
り

な

が
ら

、

少
年

の
目

は
光

を
覗

、
そ

の
源
を
、覗

る
。

'

お

の
が
敷

喜
に
こ
れ
を
覗

る
の
だ
。

東

か
ら
日

々
遠
離
か
り
ゆ
か
ね
ば
な
ら

ぬ
青
年
は

な

ほ
も
自

然

の
祭

司

で
あ

つ
て
、

そ

の
ゆ
く
道

に
か

の
素
晴
ら

し

い
幻
影

が
伴

ふ

で
ゐ
る
。

遂

に
大
人
は
そ

の
幻
影

が
衰

へ
て

.
、
'

常

の
日

の
光

の
中

に
消

え
失

せ
る

の
を
畳

る
σ
で
あ
る
。

く
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国
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爵

馬臼

巴

戸。
二

患
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げ
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霞
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薯
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こ
と
、

大

地
は
㌣

そ

の
前

垂

れ

に
、

固
有

な

る
徴

樂

を
盛

る

。

大

地
固
有

め

自

然

な

る
愛

情

を

有

ち

、
逸

幾

分

は
母
親

の
心

さ

へ
働

い

て
、

ま
た

殊
勝

な

る
目

的

を

も

て
、

「

家

庭

的
な

こ

の
保

姻
は

手

を
鑑

し

そ

の
養

子
、
寄

寓
者

で
あ

ゐ
.人
間

に

りヘ

ヒ

ノ

ノ

も

そ

の
嘗

つ
て
知

つ
て
ゐ
た
榮
光
と

'

み

と

に

↓

て

來

た

皇

居

と

を

忘

れ

七

め

る

の
.だ
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目
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器
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戸

七

ノ

見

ま
、、
薪

し

い
幸
麗

に
園
ま
れ

て
ゐ
る
お
さ
な

ご
を
、

保
…儒

の
燈
躯

の
六
歳

の
い
と

し
見
を
。

　父

の
目

の
慈

光
を
浴
、び
、て
、

お
り

ふ
し
母

の
接
吻
め
襲

撃

に
憶

ま
さ
れ

つ
つ
,

自
ら

の
造

つ
た
物

の
間

に
は
ら

ば

つ
て
む
る
。

見

よ
あ
た
ら
し
く
脅

得
し
た

る
技
術

を
以

つ
て
製

作

さ
れ
た

足
も
と

の
さ
さ
や
か
な
設
計
も
し
く

は
略

画
、

人

の
世

の
彼

の
夢
想

の
断
片
を
ρ

婚
姻
が

あ
り
祭
禮

が
あ
る
。

哀
悼
が
あ
り
葬
式

が
あ
喝
、。

い

ま
彼

の
心
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に
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ら
れ

、

、

と
れ

に
合

は
せ
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老
作

れ
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、
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ヨ
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懸
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似
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。
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を
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。
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、
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ワ
}
ヅ
ワ
ス
の
自
然
翫襯
の
一
様
粗
川

汝

、

そ

の
外

糊

が

そ

の
魂

の
無

限

を

ば
隙

薇

す

る
者

、

受

け
綴

ぎ

し
澄

産

を

い
ま

も
失

は

ぬ
最
良

の
哲

人

よ
、

盲

人

の
あ

ひ
だ

の
目
あ

き
、

。

永
遠

の
心

難

に
常

に

お
と

つ
れ
ら

れ

て
、

聾

唖
な

が

ら

に
永
遽

の
淵

を

護

む

者
、

・

偉
大

な

る
警

世
家

、
・観

幅

さ
れ

た

豫
言

者

よ

、

わ

れ

ら
生

涯
帥労
苦

し

て
探

求

し
、

而
も
闇
路
に
、
奥
津
疑
の
闇
路
に
迷
ふ
ー

か
か
る
眞

理
が
汝

に
は
宿

る

の
で
あ
る
。

汝
、
そ

の
永
遽

性
が
、
白
日

の
光

の
如
く
、

奴
隷

に
臨

む
主
人

の
如
く

排
除

し
象

ね
る
實
在
と
七

て
籠

め
て
ゐ

る
者

、

お
さ
な

ご
よ
、
幼
兇
と

い

へ
、

存
在

の
高
根

に
注
ぐ
強
大
な

噛

・

灰
來

の
自

由

の
光
身

に
浴

び

て
輝
く
者

よ
,

な

に
ゆ
ゑ

に
、
斯

く
盲

目
に
、
自

ら

の
幸
幅

と
闘

ひ
て
、

へ

か

く
も

切

な

る
苦

心

を
も

つ

て
、

こ
と

さ
ら

に
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時
の
嘉

ら
す
激

が
た
い
麗

を
招
く
の
か
・,P

や
が

て
汝

の
魂

は
現
し
世

の
重
荷

を
背
負

ひ
、

灘

雛

繕

鷲

饗

ボ
しか
か
る
のだ9

.

.
暮

葺

凱
…

騨
ー

,

£
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誓
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幽
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①
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①
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萱

砕ぎ

ぎ

餅

噌墓
2

擢

塩。
二

冨

①
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Φ
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昌
韓

、y
ー
ヅ

ワ

ス
の
自
釜

の

榛
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・
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。
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O

欝
β

β
酔
鵠

邑

団

欝
ぴ
o
嵩

ω
爆

o
目

自
o
。Ω
首

o
同

一

H
固
①
β
O
①

画
β

蟄

o塵
㊦
欝
召Ω
O
β

、O
鴎

O
蟄
一
】β

專

O
蟄
げ
げ
Φ
噌

.

日
げ
O
q
讐

一β
冨

β
侮

ず
β

司
Φ

び
Φ
?

o
昌

礁曾
宏
冨
く
Φ
臨
讐
ぎ

協
爵
暮

9
暮

量

宏

$

廼

財
ざ

犀

ぴ
H
O
目
σq
昼
酔
.⊆
u駐

岸
器
げ
①
目
鴇

O
蟄
昌

睡
昌

讐

』B
O
B
O
昌
酵

ゆ
円
蟄
く
O
一
.酔
げ
津
げ
①
5

b
旨
動

の
①
①

酔
げ
①

o
倒
自
幽
目
㊦
β

召陰
娼
o
き

目
娼
O
β

酵
げ
Φ

o
崔
O
円
Φ
b

b
β
9

犀
Φ
稗

評
犀
o

舅
お

ザ
酔
団

詔
簿

Φ
H
o陰
.円
o
一
犀
β
σq

Φ
〈
霞

巨
o
ぎ

・

九

ず

鳴

呼

喜

ば

し

1

我

が

生

命

の
燃

え

が

ら

に

い

ま

も

な

ほ
幾

ら

か

の
懊

火

は

淺

る

、

　

チ

自

然

は
、

か
く

も

は
か

な

き

も

の
を

.

/

・
い
ま
も
な
ぼ
忘

れ
す

に
ゐ
る
。

.

わ
れ
ら

の
過
ぎ

し
日

の
思
出
は

わ
が

う
ち
に
断

え
間
な

き
憾

謝
を
か
竜
す
。

そ

れ

は

、.
か

の
、
何

物

よ

り
も
祝

幅

に
値

す

る
も

の
ー

・

歓

喜

と

自

由

、

・.い

そ

し

む

時

も

、

憩

ぴ

の

折

も

、
.

・
.

ソ

ー
ヅ

ワ

ス

の
自

然

魏

の

一
様

相
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ヲ
ー
ヅ
ダ
ス
の
自
然
観
の
占
様
相

巣

立
ち

す
る
希
望

が
胸

に
羽
搏

い
て
ゐ
る

幼

年

の
純
な
信
條

1

こ
の
爲
め

に
わ
れ
は
感
謝

と

.

讃

美

の
歌

を
う
た
ふ

の
で
な

い
。

感
畳
と
外
界

の
物

に
つ
い
て
の

か

の
執
拗
な
疑
念

の
爲
め

に
、

㌧

か

の
、
我
等
か
ら
脆
落

七
、
消

え

て
ゆ
く
物

、

不
可
解
な

世
を
彷
徳

ふ
者

の

呆
然
と
し
た
疑
惑

の
た

め

に
、

き
が

わ

が
物
的
な
性
を

し
て
、

「
不
意

を
衝
か
れ
た

犯
人

の
や
う
」
職
か
し
め
た

高
貴
な

る
本
能

の
爲
め
で
あ

る
。

か

の
初
手

の
思
慕

の
心

と

お
も
ひ
で

お
ぼ
ろ
げ
な

か

の
想

起

の
爲
め

で
あ

る
i
-i

何
物
で
そ
れ
が
あ
る
か

は
知
ら
な

い
が

、

こ
れ
こ
そ
は
わ
が
生
涯

の
日

の
曝
光

、

わ

が
覗
畳

一
切

の
主
要
な
光
、

我

等
を
支

へ
、
抱
擁
し
バ
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,

わ
が
騒
旗

し

き
歳

月
も

.

永
遠

の
し
じ
ま

に
於
け
る
瞬
間

の
槻

あ
ら
し

め
る
も

の
、

目
醒

め
で

は
、

い
つ
ま
で
も
滅

び

ぬ
眞

理
、

つ
れ

づ
れ
も

、
ま
た
、
狂
奔
も
、
・

、

大
人
、
ま
た

、
少
年
も
、

歓

び
壱
相

容
れ

ぬ
如
何
な

る
物
も

、

全
く
は
隆
棄

し
叉
は
破
壌

し
得
ざ
る
も

の
。

さ
れ
ば
の
ど
か
な

る
天
候

の
季
節

に
は

　
我
等
低

は
る
か
奥

地
に
居

て
も

甲

魂

は
、
我
等
を
此
虚
に
齎

せ
る

か

の
永
遠

の
海
を
望

み
見

、

忽
ち

に
し
て
其
塵

に
族
し

て
、

岸
遽

に
子
等

の
遊

ぶ

の
を
見
、

と
こ
し

へ
に
寄

る
大
濤

の
音
を
瀧
く

こ
と
が
出
來

る

の
だ
。

.、図

、

、

厚

3

葛

冒

⑳

同
①

煙

浮

る

営

σq
鳩
。・
冒

σq

ど

身

。
塁

。・
9
p
σq
圃

b
β
働

♂
評

停

㊦

同
o
q
β
σq

冒
B
審

ず
0
8
旨

踵
o巨

け
o

畿
げ
①

酔
蟄
び
o
目
㎡

qΩ
O
⊆
β
働
喝

ワ

ー

ヅ

ン

ス
の
自

然

観

の

一
瀧
皿相



一22一

ゾ

!

ワ

導
ヅ

ワ

ス

砂
自

…然
蜘
即
の

一
様

粗
…

尋

ρ

讐

爵

2

σ・
導

℃
乱

三

音

『
。
毎

、欝

§

σ・
芦

・

同
。

臣

暮

冨

蜜

包

器

爵

暮
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ざ

-

同
㊦
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℃
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=
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霧
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二
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ぽ

冒

言

暮
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冒
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ぼ

皐

「

●

一

毒

H
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酔
げ
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o
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酔
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昌

爵
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H
β
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罫十

さ

れ

ば
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へ
よ

、
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霧

宏

団
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ξ

冨

§

σ・
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霧

碁
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善

g

脚
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8

爵

嘗

σ。

夢

8

管

宏

窪

彗

の鷲

営

σq

建

邑
首

u・藍

h亀
甘

σq
い

建

爵

爵

暮

ざ
。
冨

酔
ぼ

8

σq
げ

勉
$

葺

ぴ
、旨

鷺

冨

娼
尾

g

。
b
ぼ
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艮

買
幽
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汝
等
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鳥

,
喜
び
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歌

を
ば
歌

へ
哩

'
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小

羊

を

し

て
跳

び

は
ね

し
め

よ
、

小

太
鼓

の
ね

に
蓮
れ

る

ご
と

く

に

。

我
等

ま

た

、

心

の
中

で
、

汝

等

の
群
れ

に
ま

じ

ら
う

、

戯

れ

る
者

、
笛

吹

く
者

よ

、

け

ふ
、

初

夏

の
喜

び
を

、

乱魂

の
隅

々
に
ま

で
感
す

る
」者

よ
1

よ

し

、
そ

の
か

み

の
光

輝

が
今

は

永

久

に
わ

が
目

か

ら
奪

ひ

去

ら
れ

て
、

も

は
や
、
草

ま
た

花

に
榮

光

の
あ

つ
た

時

代
を

ち

取

り

戻
す

す

べ
は
無

《
と

も

、
何

で
あ
ら

う

か
1

ド
わ

れ
ら

は
そ

れ

を
歎

く

ま

い
。

'

領

ろ
猫

ほ
淺
取

る
物
を
頼

み
と
し
よ
う
ー

・

原
始
的
同
情
を
、

人
間

の
苦
偶

に
由
來
す

る

、心
な

ご
め
る
想
念

を
、

"

死
を
越

え
て
観

る
信
仰
を
、

哲
學

の
心
を
か
も
す
歳

肝
を
。

肖

ワ
ー
ヅ

ワ
ス
の
自
然
観

の

一
様
相
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そ

し

て
、

鳴
呼

、

泉

よ

、
岡

よ
、
、牧

場

よ

、
森

よ

、
'

わ

れ

ら
を

結
・ぶ
愛

の
き

つ
な

の
断

え

る
豫
感

を

與

へ
る
な

。

今

な

ぼ

わ
れ

は

心

の
奥

に
汝

等

の
力

を
感

す

。

わ

れ

は

た

だ

、

一
つ
の
歓
喜

を
放
棄

し

て

～

汝

等

の
絶

乏
間

な

き
支
配

の

下

に
生

き

る

の
だ

。

今
も
わ
れ
川
床
を
た
ぎ
り
流
れ
る
小
川
を
愛
す
1

小
川

の
輕
き
足
取
ψ

で
歩

き
ま
・わ

つ
た
頃

に
も

ま
し
て
。
.

新

し
き
日

の
純
眞
無

垢

の
輝
か
し
さ
は

今

も
な

ぼ
美

し
い
。

『

、
落

日
に
群
ら

が
る
雲
は

無
常

な

る
人

の
世
を
眺

め
た
目

に
ぱ

・
嚴

か
な
色
調
を
帯

び
る

の
で
あ

る
。

は

せ

ほ

ま
た

し

て
も
競
走
場
に
於

て
榮

冠
が
得
ら

れ
た
か
ら
だ
。

ズ

わ

れ

ら

の
生

き
る
よ

す

が
な

る
人

間

的

な

心

情

に
由

り
、
'

そ

の
愛
情

と
、
喜

び

と

、
不

安

と

に
由

り

、

わ

れ

に

は
如

何

に
か

り

そ

め

の
花

も

難

も

.

涙

に
鹸

る
深

い
想

ひ
を
與

へ
…得

る

の
だ
。

ン
7
ヅ

ワ

ス
の
自

然
観

の

一
様

相
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ぽ

ヘ

ワ
ー
ヅ
ワ
ス
の
盧
X然
襯

の
一
檬
相
…

此

の
詩

は

一
八
〇

七
年

の
詩

集

..殉
o
ゆ
唐
。・
."
に
襲

表

さ
れ
た

も

め

で
、

ワ

ー
ヅ

ワ

ス
自

身

は
、

作

ら

れ

た
年

代
を

「

一
八
〇

三
年

-

一

.八
〇
六

年

」

と
記

し

て
ゐ
る

が
、

「
一
八
〇

二
年

ー

一
八
〇

六
年

」

が
正

し

い

こ
と

は
、

妹

ド

ロ
シ
イ

(
U
O
H
O
爵

同
尋

O
H
号

宅
自

夢

)
の

日
記

に
よ

つ

て
明

か

で
あ

る
。

ワ

ー
ヅ

ワ

ス
研
究

者

匹

と

つ

て
ま

こ
と

に
貴

重

な

資

料

で
あ

る
此

の
日

記

の

一
八
〇

三

年

三

月

二
十

三
日

・

に
當

る

と

こ
ろ

に
ー

ド

ロ
シ
イ

の
日

記

に
は
月
白

は

と

こ
ろ

ど

こ

ろ

に

記

し

て
あ

る
だ

け

で
、

大
概

は
曜

日

だ

け

を

記
し

て

ゐ
る

の

で
、
私

が
此

の

一
文

を
書

く

の

に
負

ふ
所

の
多

い

Φ
碧
目
o
q
、敏
、授

の

『
ワ

ー
ヅ

ワ

ス
』

に
は
、

二

十

二
日

と

な

つ

て
ゐ

る

が
、
数

へ
て
み

れ

ば

二
十

三

日

に
當

る
ー

ー

「
長
閑

な
朝

。
兄

は

『
郭

公

』

の
詩

作

を

し
た

」
と
あ

り

、

二
十

六
日

の
と

こ
ろ

に
は

「
兄

は
b
賢
洋
o
露
①
に

ピ

手

紙

を

書

い
た

。
そ

れ

か
ら

『
郭

公
』

の
詩

作

を

し
た

。

…
…
私

が
就

寝

す

る
時

、

兄

は

『
虹

』

を
書

い
た

。
」
翌

二
十

七

日

の
と

こ
ろ

に

「
騨

聖
な

朝

だ

。
朝

食

の
と

き
兄

は
或

る

O
負
①

の

一
部

を
書

い
た

」

と
あ

漏
。

こ

の
オ

ウ

ド

こ
そ

は
明

か

に

『
不

死

の
暗

示

の
類
」

の

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
後

e

六
月

十
七

日

の
と

こ
ろ

に

「
兄

は

製

作

中

の
オ

ウ

ド

に
少

し
書

き

加

へ
た

」"
と

記
し

て
ゐ

る
。

『
郭

公

』

と

『
虹

」

の
詩

が

此

の

オ
ウ
ド

と
深

い
關

係

の
あ
.る

こ
と

は

や

が
て
明

か

に
な

る

と
思

ふ

。

此

の
當

時

レ

ー
ヅ

ワ

ス
底

彼

の
思

頽
護

展

の
過

程

に
於

け

る
危
機

に
逢

着

し

て
ゐ
た

の
で
あ

る
。

コ
ー

ル
リ

ツ
ヂ

(
oΩ
蟄
B
目
o
一
日
ξ

ざ
鴇

0
9
Φ
且
伽
σq
Φ
)

i

!
夙
レ

ヅ

ワ

ス
に
甚

大
な

精

酢

的

影

響

を
與

へ
た

親

友

コ
ー

ル
リ

ツ
ヂ

は

、

憂

愁

否

寧

ろ
絶
望

の
ど

ん
底

に
沈

ん

で

ゐ

た

の
で
あ

る
。
そ
れ
は
詩
的
漿
感
が
枯

渇
し

て
、
彼

の
心
か

ら
懲
喜

が
ー

さ
き

に
ワ
ー
ヅ

ワ

ス
と
共

に

こ
れ

こ
そ
宇
宙

の
根
本
原
理

で

あ

る

と
唱

へ
て
ゐ
た

そ

の
激
喜

が

見

失

は
れ
た

の

で
あ

る
。
彼

の
詩

・.、⇔
£
o
。
試
o
昼
"、
は

こ

の
意

氣
錆

沈

し

た

心
境

の
表

現

で
あ

る
。

ワ

t
ヅ

ワ

ス

の

「
不

死

の
暗

示
6

頒

」

の
最

初

の
四
聯

も

、

彼

自
身

の
同

じ

や

う
な

維
験

を
述

べ

て
ゐ

る
も

の

で
あ

る
。

そ

し

て

一
八

〇

二

年

に
は
、

此

の
詩

は
、
第
「四
、聯

の

「
ど

こ

へ
去

つ
た

か

、

ま

ぼ
ろ

し

の
あ

の
光

、

"

あ

の
榮

光

と
あ

の
夢

は

い
ま
ど

こ

に
在

る

の
で

あ
る

か
」
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と

い
ふ
と

こ
ろ

で
絡

つ

て
ゐ
た

こ
と

は
、

ワ

ー
ヅ

ワ

ス
が
晩

年

(
一
八

四

三

年
)

に

H
撃

ぴ
o
蜜

蜀
o
昌
乱

o
犀

に

ロ
授

し

て
書

か

し

め
た

註

に
、

「
最
初

の
四
聯

を
書

い
夜
時
ど
淺

り

の
部
分
を
書

い
た

時
と

の
間

に
は
沙
く
と
港
二
年
が
輕
過

し
て
ゐ
る
」
と
言

ふ
て
ゐ
る

の
で

明
か

で
あ
る
。
彼

の
こ
の
歎
き
を
、
又
全
艦

と
し

て
の
此

の
詩
を
理
解
す

る
爲
め
に
、
我
等

は
先

づ

『
り
夏

カ
ル

。
バ
ラ
ッ
ド
集

』

二

七

九
八
年
)
當

時
み

ワ
ー
ヅ

ワ
ス
勉
自
然
襯

を
回
顧

し
て
み
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
㎏

.

元
來
彼

の
思

想
感
情

に
は
自
然
主
義

的
な

傾
向
が
強
か

つ
た
。
彼

に
と

つ
て
は
、
宇
宙

の
究
極

の
原
動
力
を
自
然
自
膣

の
う
ち

に
求
め

る
こ
と

に
何
等

の
困
難
も
感

じ
な

か

つ
た
⑩

『
リ
リ

カ
ル

・
バ
ラ

ゥ
ド
集

』

に
牧

め
ら
れ

て
ゐ
る
詩

は
何
れ
も
、
自
然
現
象

か
ら
出
嚢

し

て
、
精

神
界

の

一
切
を
自
然
現
象

に
照
し
て
理
解

し
、
勿

論
精
神

の
優
れ
た
重

要
性
を
容
認
し
な

が
ら

も
、
之

を
自
然

の

一
部
を
形
成
す

る
も

の
と
な

さ
ん
と
す
る
傾
向
を

示
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

一
八
〇

五
年

の

「
義
務

に
寄

す
る
頼
」

(O
働
Φ
8

])
q
ξ
)
に
於

て
す
ら
彼

は
自
然
界

の
法
則

と
精

神
界

の
法
則

乏

が
本
質
的

に
同

一
な

る
こ
と
を
暗

示
し

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。

ワ
ー
ヅ

ワ

ス
は

ハ
ー

ト
リ
ー

(門
5
〈
峯

　口
鎚
錯
①
鴇
)

の
聯
想

心
理
學

の
影
響
を
受

け
た

こ
と
は
明
か
で
・あ
る
。

ハ
ー
ト
リ
ー

の
読

に
よ

れ

ば
、
我
等

の
輩

純
な
親
念
は
、
ま

り
輩
純
な
感
畳

の
複

合

か
ら
生
れ

る
も
の
で
あ
り
、
複
雑
な
襯
念

は
、
輩
純
な
観

念

の
複

合
か
ら
生

れ

る
も

の
で
あ

る
。
生
得

の
観
念
な
ど

と

い
ふ
も

の
は
存
在

t
な

い
。
或

る
維
験

と
快
樂
若

し
く
は
苦
痛

と

が
結
び

つ
け
ら
れ

て
高
級

な

情

操
が
築

き
上
げ
ら

れ
る

の
で
あ

る
。
要
す

る
に
、
感
畳

の
提
供
す

る
軍
純
な

要
素
か
ら
、

よ
り
高
級
な
想
念

が
築

か
れ

て
ゆ
く

の
で
あ

つ
て
、
途

に
は
イ

マ
ヂ
ネ
ー

シ

・
ン
、
自
利

心
、
同
情

心
、
敬
神

の
念

、
道
徳

的
感
情

と

い
つ
た
や
う
な
複
雑
な
、
翻
念

的
な
構
造

に
ま

・で
到
達

す
る
の
で
あ

る
と
。

ワ
ー
ヅ

ワ
ス
の
思
想

に
は

ハ
ー

ト
リ
ー

の
や
う
な
首
尾

一
貫

し

た

罷

系

は
な

い
が

『
テ

ィ
ン
タ

ン

・
ア
ピ

竃

』

Q
.H
冒

o
。。

O
o
冨
娼
o
・慶
①
伽

鉾

周
①
ぞ

岩

自
$

蟄
び
o
ぐ
Φ

一爵

暮

①
時
鐸

P
び
び
o
団
矯、)

や

『
プ

レ

リ

ユ
ー

藍

(
..日
慶
①

男
同
Φ
ざ

「q
①
、.)

に

は

ハ

し

ト
リ

ー
の
心
理
學
を
思
は
し

め
る
や
う
な
思
想
や
用
誕
が
諸
盧

に
あ

る
。

ワ
ー
ヅ

ワ
ス
の
辿

る
大
禮

の
方
向
が
同

一
な

の
で
あ
る
。
即

ち
感
畳

か
ら
観
念

へ
、
親
念

か
ら
情
操

へ
と
進
む

も

の
と
観

た

の
で

あ

る
。

ハ
ー

ト
リ

ー
が
知
的

及
び
道
徳
的
嚢
達

の
過
程

の
出
嚢
点
と

ン
ー
ヅ
ワ
ス
の
自
然
観
の

一
様
相
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、

¥

ヅ

.ワ

ス

の

貯

然

観

の

一
様

湘

ー

r

.

'

,

.

.

`

・
,

へ

ぢ

ノ

サ

●

し

て
感
畳

を
強
調
し
た
点

が
、

ワ
ー
ヅ

ワ

ス
の
現
實
主
.義

に
訴

へ
た

の
で
む
ら
う
コ
自
然
的
、」
實
詮
的
な
も

の
か
・ら

精
瀞
的

な
も
め
.の
方

向
に
髪

う
ど
す
る
彼
の
性
向
に
合
致
レ
た
の
だ
ら
う
3

(奪

集

ら
、
彼
の
詩
.の
イ
メ
ヂ

で

が
罐

的
具
膣
的
で
力
讐

も
の
で
.

.
あ

る

の
も

彼

の

此

の

傾

向

に
,由

る

も

の

で

あ

る

。

)
、,

.
「・・

.

ド
　

『
諌

言

と

返

答

』

(
..邑
肖
好
σ
馨
離
蜜
露
o
β

蟄
昌
9

.男
①
覧

風
、)

の

一
節

に

か

う

あ

ゐ

'

爵

㊦
㊦
恩

f

騨

雪

言

g

9

8

器

び
暮

駕

2

ぐ
『
Φ

O
欝
昌
昌
O
"

び

一
q

ゆ
げ
①

び
蟄
目

げ
①

ロ駐
け
一
自

。

,

.

》

,,,b

豊

ぎ

象

①
。。

h
。
㊦
押

書

Φ
器

.㊥
二

9

同

び
Φ
》

b
σ。
鋒
墓

げ

e

鼠

爵

。
霞

乱

昌
.

男
o
吋

富
器

H

自
$

目

爵

暮

爵

霞

①

程

①
.畑
o
≦
①
塗

零

ぼ
g

。
協
爵

。
塁

Φ
ぎ

ω
。
旨

目
浮

勉
三

暑

月
婁

脚

円

昼
蟄
ゆ

.
司

①

O
蟄
Mρ

』
①
Φ
自

酔
昼
溢

.
昼

帥
昌
画

O
㎞

O
詳
円
ロ駐

H
⇔

多

司

一
ロΩ
Φ

娼

即
uα
敬
一
ぐ
①
昌
O
ひ
幹

●

厚

艮

℃
。
～

、巳

働

葺

夢

嵐

艮

σ・
げ
ξ

石・
言

O
馬
夢

冒

嘔

骨

。
お

円
彪

。
魯

甘
σq
讐

・

爵

g

巻

萱

轟

。
=

g

罵

,乱

眉

。
量

ρ

ヒd
暮

ぎ

暑

・・塞

庄

;

①

・。
①
食

一謎

噂

ノ



眼

ぽ
見

す

に
は
ゐ
ら
れ
な

い
、

叉
耳

に
、
嘉

こ
え
る
な
と
は
命
じ
得
な

い
。

わ
れ
ら

の
艦

は
何
虞

に
あ

つ
て
も
、

わ
が
意

志

の
如
何
を
問

は
す
感
す

る
も

の
だ
。

ま
た
、

お
の
つ
か
ら
我
等

の
心

に

印
象
を
與

へ
る
力

が
存
し
、

我

等
は
賢

い
受
動

の
態
度

を
以

つ
て

こ
の
わ
が
心
を
養

ひ
得

る
と
僕

は
思

ふ
。

絶

え
間
な

く
語
り

つ
づ
け
る
、
.

こ
の
大

い
な

る
萬
物

の
聞

に
在

り
な

が
ら
、

絶

え
す

求
め
て
ゐ
な
け
れ
ば

お

の
つ
か
ら
何

ひ
と

つ
來
な

い
と
君
は
思

ふ
か
。

e29一

此

の

一
節

に
於

て
ワ
ー
ヅ

ワ

ス
が
主

張
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
我
等

の
知
的
及
び
道
徳

的
生
活
を
築
く
根
本
的
資

料
の
由

つ
て
來
た

る
所

-

は
感
畳

で
あ

る
と

い
ふ
こ
と
、
從

つ
て
我
等

の

一
釘

の
眞

の
知
識

の
資
料
と
し

て
、
我

等

の
高
級

な
思
惟
を
統

御
す
る
爲

め
に
、
我
等
は

絶

え
す
感
覧

の
デ

ー
タ

に
立
戻

り
、
乏

に
注
意
す

る
必
要
が
あ

る
と

い
ふ
ご
乏

で
あ

る
。

y
ー
ヅ
y
ス
の
自
然
襯
の
一
様
相



ワ

ー

ヅ

y

ス
め
自

然

繭観

の

り
様

椙

、

:

㌃

勧葬

罷
鶴
纏

難

雛

騨糠
就
あ織
灘

蜷

雛

勲雛

蜘

一

義

の
詩

で

あ

る
。
Φ
建
目
0
9

敏

授

の
言

ふ
如

く
、

普
通

の
紳

秘

主
義

は
感
畳

か
ら

睨

却

し
よ

う

と
す

る
努

力

に
あ

る

の
だ

が

、
・
ワ
ー
ヅ

ワ

ス

の
神

秘
主

義

は
却

つ

て
感

畳

に
根

差

し

て
ゐ

る
紳

秘

ま

義

で
あ

つ
た
。

自
然

界

は
、
我

等

の
知

性

に
語

ら
な

い

で
、
我

等

の
ケ

ち
な

る

自

然

な

る
も

の
即

ち
感

畳

に
語

る

の

で
あ

る
。

「
お

せ

つ
か

い
な
知

性

」

(
.、B
①
9
臼
貯

σq

営
ゆ巴

o
Φ
げ
、.)

の
干
渉

を

許

し

て
、
感

覧

の
明

「
朗

な

傳

達

を

混
蹴

せ

し

め

る
と

き

に
我

等

は
ヴ

ィ
ジ

.
ン
を

見

な
K

な

る

の
で
あ

る
。

ワ
ー

ヅ

ワ

ス

の
紳
秘

主
義

に
於

て
は
感
畳

は
迷

妄

で
は
な

く

て
、
常

に
感

畳

を

越

え
た

或

δ
物

を
指

示
す

る
も

の

で
あ

る
。
我

等

に
と

つ

て
大

切
な

も

の
は
眼

と

耳

と

で
あ

る
。

眼

と

耳

と

に

よ

つ

て
我

等

は
賢

い
も

の
と
な

り

ふ
不

死

の
も

の
と
な

る
。

思

考

し

初

め
る
と
共

に
、

愚

な

る
も

の
、
死

に
た

る
者

と

な

る

の
ガ

。

『
り
,リ

カ

ル
.
バ

ラ
。
ド

集

』

の
悼

尾

を
飾

り

、
そ

の
頂

点

を

な
す

『
テ
ィ
ン
タ

ン
.
ア

ビ

ー
』

砿
實

に

ワ

ー
ヅ

ワ

ス
の

こ

の
感
畳

主
義

の
輻

、、音

書

で

あ

る
。

.

咀

㌧

ノ

、
蟹
O
円

H

昼
即
く
①

一〇
蟄
吋
昌
Φ
幽

日
o

ざ

O
犀

o
β

β
暮

q
肖
Φ
鳩
β
o
げ

診
ロ。

一
昌

け
犀
Φ

げ
o
β
目

ヒ

ヘ

ロ

○
騰

爵

o
離
σq
置
出
$

。。

鴇
o
蓉

F

び
目
酔
自
Φ
鴛

貯

σq

o
津

①
β
訪

日
霧

白

げ
Φ

q陰
訪
昌

む陰
ρ
暫

目
弾
ロ陰
帥
⇔

o
鴎

ぼ

昌
影

昼
津

ざ

5

舅

。
目

罫

屋

げ

ぎ

H

σq
暴

試
旨
σ。
ボ

酔
ぎ

離
σq
ぽ

9

碧

色

Φ

娼
。
宅
電

日
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o
げ
器

げ
o
昌

9
β
◎

看Ω
目
げ
侮
β
Φ
●
b

眉
働

目

ぽ
欝
く
o

恥
①
崔

P

b
唇

器

昌
8

ゆ
ぽ
暮

象

馨

仁
目
ぴ
ロ

B
Φ

詔
一
盛

静
げ
①

甘

闇
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σq
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爵

Φ
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①
ゾ
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白

冨

鳴

峯
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①

讐

韓

療
器

o
施
ぢ
同

冨

鎚
ダ

雪

q

ψ
o
巳

ア

コ

ロ

o
す

目

ξ

暮

旨

『

び
Φ
営

σq
●

.

e

、
、

,、

ヲ

ー
ヅ

ワ

ス

の
自

然

観

の

一
糠

相
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ノ

ワ
ー
ヅ
ワ
ス
の
自
然
幽観
の
一
様
相

何

と

な

れ
ば

、
、
わ

れ
今

は
は

や

思

慮
な

を
幼

時

の
き

ま

に
で

は
胤

く

、

往

々
に
し

て
、
入

の
慢

の
物
悲

し
げ
な
静
か
な
調

べ
1

清

め
ま
ま
た
鎭

め
る
力
は
大

い
な
れ
ど
も

.

耳
障

り
な

る
騒

音
な
ら
ぬ

樂

の
調

べ
を
耳

に
し
な
が
ら

自

然
を
観

す

る
こ
と
を
學

ん
充
か
ら
だ
。

そ
し

て
高
き
思
想

の
鰍
喜
た

よ

つ
て

,

わ
れ
を
動
か
す
存
在
を

わ
れ
は
感
じ
た
。

そ
れ
.は
、
落
日

の
光
、
圓

い
大
洋

、
生

け
る
大
氣
を
、

ま
た
蒼
室
を
ギ

人
の
心
を
佳
家

と
す

る

遙

か

に
深

く
貫

い
て
ゐ
る
或
物

の

或

る
崇
高
な

る
擬
念

で
あ
る
、

一
切

の
思
考
す

る
者
、

一
切

の
思
考

の

野
象
を

駆
進
す

ゐ

,
ま
た

よ
う
つ

の
物

を
貫
流
す

る

蓮
動

で
あ
り

、
漿

で
あ

る
。

さ
れ
ば
今
な
ぼ

わ
れ
は
牧
場

を
森

を
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山

岳

を

愛

す

る
者

だ
。

、

此

の
緑

な

る
大

地

に
あ
り

て
、

.

目

に
見

る

}
切

の
物

、

目
と
耳

の

一
切

の
大

い
な
る
世
界
-

孚
ば
は
自
と
耳
が
創
造
し

ダ

孚

ば

は
そ

れ

が
知
畳

す

る
物

を
愛

す

る
者

だ
。

自

然

と
、
感

畳

の
言

語

の
う

ち

に

'
.
わ

が

い
と
純

粋

な

思
想

の
錨

、

-

、

、
わ

が

心
情

の
乳

母

、
保

護

者

、

ま
た

指

導

者

を
、

わ

が

一
切

の
道
徳

的
存

在

の
魂

を

認

識
す

る
を

喜

ん

で
。

、

'

と
歌

つ
て
ゐ

る
。
叉

『
ブ

レ
リ

ユ
ー

ド
』

(
..日
ケ
①

団
同
Φ
ゴ
幽
①
..
国
犀
旧H
・)

に

は
、
自

然

に
呼

び

掛

け

て

、

皇

日

汐

0

9

げ
蟄
qΩ
げ

隔
①
9

.

、

竃

団

ざ
hξ

超

o
§

ず
寓
o
塁

…
蟄
昌
q

冒

爵

①
ρ

岡
9

び
ぼ
ψ
β
器

器

同

崖
雪

詳

o
恥
o
昌
蛮

H

{窪
9

P

β
Φ
<
①
ほ

註

冒

σq

鷲

葺
9
U
冨

。
ユ

。
団

P
β
9

娼
昌

$

酔

娼
器

巴
o
戸

ー

ヲ

雪
ヅ

ワ

ス

の
自

然

観

の

一
仙禄
相

,
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ワ
U
ヅ
y
ス
の
自
然
観
の

一
様
相
「

放

は
わ

が
高

き

思

索

を
養

つ
た

。

汝

の
う
ち

に
、

わ
れ

は

、

わ

が
此

の
不
安

な

る

心

に
樹

し

鰍

び

と

至
純

な

る
情

漸
釈
の

、

不
滅

な

る
原

理

を
見

禺

し

た

。

`

,

、ハ

.

ノ

乏

述

べ

て

ゐ

る

。

.

こ
の
樂
観

的
哲
學

に
封

比
し

て
、

『
不

死

の
暗
示

の
頼
」

の

一
八
〇
;
年

に
書
か
れ
た
部
分

が
何
と
悲
痛

な
歎
き

の
響
き
を
傳

へ
て
ゐ

る
こ
と
だ
ら
う
ー

「

わ
れ

に

の

み

「

悲

し
み

の
思

ひ
に
襲

ひ
來

た

つ
た

。
」

,

、

テ

ニ
ス

ン

(ト
一骨
0
9

日
Φ
β
β
嶺

o
洋
)

は
∴

悲

し

め

る
時

の
悲

み

の
極

み

な
、
さ
ち

な

り

し

こ

と

の
思

出

で
あ

る
L

と
歌

つ

て

ゐ
る

が
、

ワ

ー
ヅ

ワ

ス
は
今
郭

公

の
聲

を

嘉

い

て
、

幼
年

時
代

の

「
ま
ぼ

ろ

し

の
あ

の
光

、
,あ

の
榮

光

と
あ

の
夢

」
を

喪
失

し

て

ゐ
た

こ
と

に
氣

附

い

た

の

で
あ

る
。
嘗

つ

て
彼

は
感
畳

に
よ

つ
て
直
感

さ
れ

た

「
獄

び

の
原

理

」
、

感

畳

に
由

る

「
夢

さ
な

が

ら

の
榮

光

と
鮮

か

さ
」

の
ヴ
河

ジ

.
ン

の
経
験

を

人

並
外

れ

て
強
度

に
、

ま
た
頻

繁

に
有

つ
た

こ
と
は

疑

ふ
絵

地

が
な

い
。

然
…る

に
年

を

経

る

に
從

つ

て
此

の
直

感

が
朦

朧

と
な

り

、
間

遠

ど
な

つ

て
、
途

に

「
わ

が
覗

し
物

を

今

は
は

や
覗

る

こ
と
を

得

な

い
」

の

で
あ

つ
た

。

と

こ
ろ

が
、

郭

公

の
聲

は

忽
然

と

し

て
此

の
世
を

攣

貌

せ

し

め

て
、
此

の
鳥

が

「
眼

に
は
見

え
ざ

る
物

、

一
つ

の
聲

Y

一
つ

の
聯

秘

」

で
あ

つ
た

幼
年

時

代

の
や
う

に
、

一

ち

の

ノ

再

び
郭
公
に

「
適

は
し

い
住
家
な

る
非
實
醗
的
な
仙
境
と
見

え
」
し

め
た
。
彼

が
深

い
啓

示

の
源
泉

と
考

へ、旋
幼
年
時
代

の
幻

の
や
う
な

経
瞼
…の
世
界

に
立

戻
る
こ
と

が
出
來
た

の
で
あ
る
。



『
郭
公

」
を
書

い
た
同
じ
日

の
晩

に
彼

は

『
虹
』
を
書

い
た
。

・
目

団
、
ぽ

程

二

①
越

の
還

乱

δ
鐸

H

州〕魯

。
峯

b

暴

言

ず
o
ぞ

言

窪

Φ

司。
犀
と

砂
o

類
遂

洋

司
げ
Φ
一H
甘
網

寵

。
び
①
鵯

ど

…

馬

ω
O

一
〇

津

β

O
宅

H

、蟄
目

蟄

B

蟄
旨

・噂

ロΩ
o

ぴ
o
詳

司
昼
①
β

H
、融
げ
蟄
一一

σq
目
o
司

9

ρ

O
目

♂
♂

口

①

山
睡
Φ

喝

.

'

り

厚

ρ
O
ぽ

届

宏

輪暮
冨

円
。
隔
窪

①

目
彗

甲

へ

　

b

β
山

H

o
o
昌
一
動

均

δ
畑

]B
賢

伽
蟄
回
ψ

酔
o

ぴ
⇔

国
8

豆

鶏
g

.8

霧
g

ξ

β
暮
弓

己

冨

亭

9
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・

停

大
室

に
虹

を
見

れ

ば

わ

が
心

は
躍

る
。

.

・

わ

が
生

の
初

め

に
於

て
ざ
う

で

あ

つ
た

、

大

人

と

な
.つ
た

今

に

し

て

さ
う

で
あ

る
、

老

い

の
日
も

猪

ぼ

か

つ
さ
う

で
あ

り

た

い
。

お

さ
な

ご

は
大

人

の
父

だ

。
.

ン
ー
ヅ
ワ
ス
の
自
然
観

の

一
.様
相

`

ζ



y
7
ヅ

ワ
ス
の
自
然
観

の

一
様

相

、

馳
＼

「

拠

し
お

は
、
わ
が
劣

見

が

帆

36

、

自

然

の
敬

愛
・の
念

に
結

ば

れ

て

あ

ら

ん

こ

と

だ

。

.

・

、

、

幽

i

'

。》

一
八

一
五
年
版

の
詩
集

に
は
、
、此

の
詩

の
終
り

の
三
行

が
、
標
語
と
し

て
、

『
不
死

の
暗
示

の
頼
』

の
冒
頭

に
、掲
げ
ら
れ
た
。

と
れ
ら

の
詩

が
同
じ
時
に
作
ら
れ
た

と
い
ふ
外

面
的
な
繋

り

の
外

に
、
内
面
的
蓮
繋

が
あ

る
。

!

「

わ
れ
に
の
み

㌧

悲

し
み

の
思

ひ
は
襲

ひ
來
た

つ
た
。

一

、

時
誼
を
得
た
表

現
は
そ

の
思

ひ
を
な

ご
め
」

'

・

と

い
ふ
そ

の

「
時
誼
を
得
た
表
現

」
と
は

『
虹
』

の
詩

を
書

い
た

こ
と
で
あ

る
こ
と
は
.
も

は
や
定

読

で
あ
る
。
ま
た
、

「
自
然

の
敬
愛

の
念

に
結

ば
れ
た
」
生
涯

の
観
念

こ
そ

『
不
死

の
暗

示

の
碩
」
全
備

の
解
繹

の
鍵

で
あ

る
こ
と
は

Φ
蟄
罎
0
9
教
投

の
指
摘
す
る
と
と
ろ

で

あ

る
。

倦

て
、

こ

の
オ
ウ
ド

の
最
初

の
四
聯

ぱ
、

「
地
上
か
ら
或

る
榮

光

の
失

せ
た

る
こ
と
を
」
述

べ
凸
そ

の
最
後

の
二
行

に
於

て
、

そ

の
清

七

滅

の
理
由
を
尋
ね

て
ゐ
る
。
第

五
聯

か
ら
第

八
聯

ま

で
、
前

世
追
憶
読

(
碧

蟄
目
昌
$
冨
)

に
よ
つ
て
そ

の
理
由
を
設
明
し
、

第

九
聯
か
ら

絡

り
ま
で
は
、
そ

の
ヴ

ィ
ジ

。
ジ
を
失

つ
た
生
活

に
も
橿
値

の
あ

る
こ
と
を
溜
獲

し
て
ゐ
る

の
で
あ

る
Q

/

追

憶

読

の
淵

源

は
勿
論

プ

ラ

ト

ー
及

び
薪

プ

ラ
ト

ー
躯

派

で
あ

る
が
、
Φ
程

目0
9

教

授

は
、

ワ
ー
ヅ

ワ

ス
の
追

憶

読

の
直
接
δ

源

は

コ

ー

ル
リ

ッ
ヂ

で
あ

る
と

言

ふ
て

ゐ
る

。

一
七

九

六
年

、

コ
ー

ル
リ

ッ
・ヂ

が
息

子

(
国
鴛

露
①
団
O
o
冨
臣
q
σq
び
)

が
生

れ

た

通
知

を

受

け

取

つ

'

た

時

に
書

か
れ

た

ソ
ネ

ッ
ト

は
、

次

の
言

葉

で
始

ま

つ

て

ゐ
る
ー

、

▼

'

O
津

o
.霞

疹
田

び
罫

宣

伽
o
$

"
げ
暮

盈
育

o
β
σq

塗
口
ξ

円
o
嵩

啓



_37 .・一一一一

.
詔

ぼ

魯

目
簿

妥

窪

Φ

腎

$

且

酔

(
ぞ
ぼ

冨

穿

⑦

自
器

『

侮
o
窪

冒
ψ
醗
)

.

.
転

ズ
。Ω
①
書

蟄

暑

器

匿

警

冨

8

。
ぬ
の
。
墓

毒

巨

。
毒

霧

鉾
.
.

ご

'

崖

図
亀

乱

窪

聲

g

蜜

冒

σq
の
夢
・

窟

碁

冒
×

爵

霧

。
巳

、

b

「

r
-

oΩ
①
席
-
暑

$

菖
o
ま

伽

宣

ぽ

同

警
o
①
密

夢
昌
9

・、
o
目
⑦

げ
碧

ゆ

鶏

峯

、

尋

巴

才

亀

Φ
器

風

慶

。・

目
。
び
①

。
恥
幽

$

『

器

言

目
Φ
・

、

、

、
.

わ

が
隅
裡

に
は
往

々
に
不
■可
思

議

な

想

念

が

浮

ぶ
め

で
あ

る
、

、

そ

の
閃

光

の
持
績

す

る
束

の
間

は

.

酢

現

在

が

或

る
知

ら

れ

ざ

る

癸

の
模

豪

と

疑

は

れ

、

・、

'

グ

、

一

・

、

,ヤ

㌧

.

睡
眠

中

の
魂

が
思

ぴ
惑

つ

て

、

自

問

す

る

と

き

の
や

う
な

氣

持

が

之

に
俘

ふ

。

、

齢

ヘ

ロ

コ

ノ

・
そ

れ

に
、

此

の
肉

艦

の
衣

「を

纒

ふ
た

前

に

.

・

ド

・

旨

我

々

は

生

存

し

た

と

読

い
た

人

々
も

あ

る

。

.

幽

馳～

、

ワ
ー

ヅ

ワ

ス
が

こ

殊
思

想

,を

コ

ー

ル

リ

ッ
ヂ

か

ら

得

た

も

の

で
、あ

る

ヒ

と

は

、
・
彼

が

一
般

に

思

想

的

に

コ
r

ル
リ

ッ
ヂ

の
影

響

を

受

け

て

ゐ

み

こ

と

か

㌫

も

察

せ

ら

れ

る

ば

が

り

で

な

く

、

コ
ー

ル
リ

ッ
ヂ

の
そ

の

ソ
ネ

ッ
ド

が

ハ

ー

ト

リ

ー

.
コ

ー

ル
リ

。
ヂ

に
關

連

し

て
作

ら

紅

た

も

の

で

あ

る

如

く

、

ワ

ー

ヅ

ワ

ス
の
牙

ウ

下

め

.

.

!

.
一

'
「
見

よ

、

新

し

い
幸

幅

に

園

ま

れ

で

ゐ

る

お

さ
な

ご

を

、

.、

保

儒

の
盟

躯

め

六

歳

の

い

と

し

ご

を

」

.

.

,

ワ
ー
ヅ

獄
ス

の
自

然
一観

の

一
撒様
相



ン
ー
グ

ワ

ス
の
自
然
親

の

一
様
相

　

ノ

の

「
お

さ
な

ご
」

が
、

一
般

に
認

め
ら

れ

て

ゐ

る
如

く

、

ハ
ー

ト
リ

ー

・
'コ
ー

ル
リ

ッ
ヂ

で
あ

る

こ
と

か

ら
し

て
も
推

測

さ
れ
得

る

こ
と

一

r

・

.

、

、

、

ノ

、

38

で

あ

る

。

一

.
ワ
ー
ヅ

ワ

ス
自
身

は
、

彼

の
前

生
読

に
關

し

て
、

晩

年

に
、
前

に
述

べ
た

蟹
魯

乱

。
犀

註

の
中

で

、
正
統

派

的

キ
リ

ス
ト
教

徒

に
樹

し

へ
や

　

て
、
不

必
要
な
、
殆

ん
ど
屈
辱
的
な
譲
歩

、
要
協

を
し

て
ゐ
る
こ
と
は
、

ワ
ー
ヅ

ワ

ス
に

私

淑

す

る
者

の
甚

だ
淺
念

に
思

ふ
事
柄

で
あ

・

る
。
-「
私
が
、
善
良

に
し
て
敬
度

な
或

る
人

々
に
簡
み
を
與

へ
た
所

の
斯
か
る
信
仰
を
読
く

つ
も
り

で
あ

つ
た

と

い
ふ
結
論

に
蜀

し
て
抗

議

す
る

の
は
正
當

で
あ

る
と
思

ふ
。

こ
れ
は
飴

り
に
朦
朧
氣
な
思
想

で
、
我
等
、σ
不
死

の
直
感

の

一
要
素
と
し

て
以
上

に
、
之
を
信
仰
箇

㌧
條

と
し

て
薦

め
る
こ
と
は
出
來
な

い
。
併

し
斯
か

る
思
想

が
、
啓

示
的

に
は
提

示
さ
れ

て
ゐ
な

い
が
、
之
を
否
定

し
て
ゐ
る
所
も
な

い
。

而
も
人
類
堕
落

の
教

へ
、は
之
を
支
持
す

る
類
比
を
提
供
し

て
ゐ
乃

の
で
あ
る
」
乏
述

べ
.、

「
唯
詩

人

と
し
て
精

々
之

を
利

用
す

る

の
み
で

あ

る
」
と
言

ふ
て
ゐ
る
。
併

し

ワ
ー
ヅ

ワ

ス
が
心
配

し
た
ψ
に
、
此

の
読
が
誤
り

で
あ
る
か
竜
知

れ
な

い
と

い
ふ

こ
と
で
は
な
く

て
・
そ
れ

-
は
キ
リ

ス
ト
教

の
教

へ
に
無

い
こ
と
な

の
で
、

キ
ーリ

ス
ト
教

の
信
仰

に
代

る
も

の
か
廠

ん
か

の
や

う
に
誤
解

さ
れ

る
こ
と
で
あ
ρ
た
。
併

し
ワ
ー
ヅ

ワ

ス
が
、

こ
の
詩

の
書

か
れ
た
當

時
に
、
「
啓
示
」
即
ち
聖
書

を
信
じ

て
ゐ
た

と
い
ふ
謹
擦

は
何
も
な
く
・
人
類
堕
落

の
教

へ
を

信
じ

て
ゐ
な
か

つ
た

と

い
ふ
諦
擦

は

い
く
ら

で
も
あ

る
。
そ
し

て
彼
自
身

が
前
生
読

を
眞

面
目

に
信
じ

て
ゐ
な
か

つ
た
や
う
な

こ
と
は
何

庭

に
も
言

ふ

て
ゐ
な

い
の
で
あ

る
。彼

は
プ

ラ
ト
ー
と
同
様

に
、
前
生
読

を
信
じ

て
ゐ
た

こ
と

は
い
さ
さ
か

の
疑
ひ
庵
な

い
ζ
と
で
あ

る
。

Φ
蟄
目嗅
0
9

教
授

は
、

ワ
ー
ヅ

ワ

ス
の
前
生
読

は
プ

ラ
ト
ー
の
読

と
、
根

擦

と

意

義

と
を
異

に
す

る
も

の
で
あ
る
と
論
じ

て
ゐ
る
。
即

ち
、

ワ
ー
ヅ

ワ

ス
は
感
畳
論
者

で
あ
り
、

ブ
ラ
ト
ー
は
知

性

論

者

で
あ
る
。
ブ
ラ

ト
ー

に
と

つ
て
は
、
前
生
設
は

一
種

の
認
識
論

で
あ

る
。
我
等
が
如
何

に
し

て
認
識

し
思
惟
す

る
か
と

い
ふ
こ
と

の
読

明
で
あ
る
。
プ
ラ

ト
ー
に
と

つ
て
は
、
感
畳
は

一
切

の
誤
謬

の
原
因

で

ぜ

へ

あ

る
。
イ
デ

ア

の
世
界

の
み
が
眞

で
あ
り
、
實
在

で
あ

る
。
感
畳

の
世
界
か
ら
腕
却
す

る
こ
と

に
よ
つ

て
の
み
我
等
は
眞

の
認
識

に
到
達

す
き

と
奮

來
る
。
そ
の
過
程
募

力
藁

す
る
袈

作
用
で
あ
る
。
然
る
に
マ

ヅ
ワ
ス
に
ぢ

て
は
、
轟

は
閃
光
的
に
知
暫
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よ

つ
て
與

へ
ら
れ

る
も

の
で
あ

つ
て
、
抽
象
作
用
に
よ
つ
ズ
却

つ
て
死
滅
ず

る
と
こ
ろ

の
も

の
で
あ
る
。
ヴ
ラ
ト
ー

の
閣

心
は
專

ら
物

の

論

理
的
意
讐

あ
る
が
・
マ

ヅ

ワ

ス
に
と

つ
て
は
、
論
理
的
意
義
は
正
に
何
等

の
橿

を
も
有
し
嶺

部
分

で
あ

る
。
ブ

ラ
ト
ド

に
ち

て
ハ

漿
魂

先
在

の
保

謹

と
な

る
も

の
は

、我

等

が
推

理

し

、類

概

念

を
形

作
る
能

力

で
あ

る

。
之

に
反

し

て
、

ワ

ー
ヅ

ワ

ス
に
と

つ

て
は

、
「

感

畳

的

印

象

を
素

直

に
受

納

れ

る

こ
と

に

よ

つ

て
保

謹

さ
れ

る

の

で
あ

る

と
。
併

し

『
テ

ィ

ン
タ

ン

・
ア
ビ
凋

』

に
於

て
は

、
、
「
魂

の
保

姻

・

道

し
る

べ
、

像

護
者

」
'で

あ

つ
た

自

然

が

『
不

死

σ
暗

示

の
頼

」

に
於

て
は
、
却

つ
て
子
供

の
心

に
、
魂

の
漿

的

起

原

を
忘

巾
し

め

リ

ニ

よ

う

と

ナ

る
者

で

あ

る

i

-

吃
、、

「
ま
こ
と
、
大
地
は
、
そ

の
前

垂
れ

に
、
固
有
な

る
激
樂
を
盛

る
。

、大

地
固
有

の
自
然
た

る
愛
情
を
有
ち

、

…幾
分
は
母
親

◎
心

さ

へ
働

い
て
隔

ま
た
殊
勝
な

る
目
的
を
も

て
、

家
庭
的
な

こ
の
保

姻
は
手

を
鑑

し

そ

の
養
子
、
寄

寓
者

で
あ

る
入
間

に

そ

の
嘗

つ
て
知

つ
て
ゐ
た
榮
光
ど

あ
と
た

し
て
來
た
皇
居
と
を
忘

れ
し

め
る

の
だ
。
」
-

'

自
然
は
猫

ほ
も

「
保
姻

」
と
繕
ば
れ

て
ゐ
る
が
、

そ
の
含
意
、
そ

の
は
た

ら
き
に
於

て
、

『
テ

ィ
ン
タ

ン

・
ア
ビ

ー
』

に
於

け
る
自
然
と

は
甚

だ
異

つ
て
ゐ
る
。
即
ち
人
間

は
、
自

然
か
ら

で
な
ズ
、
神
か
ら
由
來
す
る
購
的
本
質
を
賦
與

さ
れ

で
此

ρ
世

に
生
れ
來

る
も

の
で
あ

つ
て
、
未

だ
訂
然

に
な
づ
ま
な

い
子
供

の
イ

マ
ヂ

ネ
ー

シ
ヨ
ン
に
、
臣
然

が
夢

さ
な

が
ら

の
榮

光

に
輝

く

の
は
、
魂

の
神
聖
な
或

る
能
力

が
自
然

に
榮
光
を
賦
與
す

る
か
ら
で
あ
る
。
青
年

が
猫

ほ

「
自
然

の
祭
司

」
で
あ

つ
℃
、

「
素
晴
ら
し

塾
幻
影
が
俘

ふ

て
ゐ
る
」

の
竜
、

ワ
r
ヅ

ワ
ス
の
自
然

槻

の

一
糠
相
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'
ワ
}
ヅ

ワ
み
の
自
然
燃
概
の

一
様
相
-

そ

肛

は
彼

が

漿
感

α
源

泉

か

ら
・

ま

だ

程
避

く
な

い
か

ら

で
あ

る
。

そ

の
榮

光

と
夢

と

は
㍗

寧

ろ

魂

が
甘

然

に
賦
與

す

る
物

で
あ

る
。

自

ヨ

然

は
却

つ
て
、
精
紳
を
鈍
ら

せ
、
曇

ら
せ
る
も

の
と
し

て
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち

『
不
死

の
暗
示

の
頬
』
は
、

ワ
ー
ヅ

ワ

ス
の
初
期

の
自

然
観
を
徹
回

す
る
も

の
に
外
な
ら

ぬ
も

の
で
は
な
か
ら

う
か
。

享

感
畳

を
通

し
て
照
し
出

さ
れ
る
見

え
ざ

る
世
界

の
経
瞼

は
、
ワ
互
ヅ

ワ

ス
に
於

て
は
、
幼
年
時
代

に
は
瀕
繁

で
あ
り
、
而
も
異
常

に
鮮

コ

へ

か

な

も

の
で
あ

つ
た

。

そ
れ

と
等

し
く

、

『
不

死

の
暗

示

の
頚

』

の
主

題

と
な

つ
て
ゐ

る
現

象

、

即

ち
幼

年

時
代

か

ら
青

年

時
代
,へ
、

青

年

時
代

か
ら

成

年

時

代

へ
移

る

に
從

つ
て
、
.
此

の
ヴ

ィ
諺

・
ン
の
経
験

が

段

々
間
遠

と
な

り
、

薄

れ

ゆ

く
現
象

も

叉

ワ

ー
ヅ

ワ

ス
の
場

合

臨
常

人

と
異

つ

て
、
著

し
く

あ

つ
%

こ
と

は
疑

ひ

の
絵

地

が
な

い
。

此

の
経
瞼

を
歌

つ
た

も

の
が

、

他

に
二
箇

庭

あ

る
。

そ

の

『
は

『
プ

レ
リ

ュ

、ー

ド
」

の
第

十

二

巻

の
絡

り

の
部

分

で
あ

る
烏
「
ー

掬

帯
、

O
げ
岡
塁
嵩
酔
霞

領

9

B
鉾
麟

ぼ
o
暮

嵩
け
暮

勲
q
o
営

び

ド

　

コ

団
同
0
8

Φ
働

酔
げ
鴇

}δ

賢
o
障
量

●
H

筈
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器
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H
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げ
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σq

o
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o

O
旨

宅
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o
げ

酔
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曳

碧

Φ
暮

昌
霧
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0
蜜

昌
動
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甲
び
目
ぴ

げ
互
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H

ぽ

Φ
㌍

・

屏

暮

博
o
B

昏

易

①
崔

器

8

§
Φ
訟
"
窪

暮

感

8

暑

馨

σq
ぞ
p

團

尻
①

β
2

鶏

s

塁

酔

器

8

才

Φ
●,
日
ぽ
o

q
ξ

。α

σq
o
ぎ

び
団
.

切
①
言

H
β

β
b
o
β

営
①

舘

目

o
u。
酔

博

o
犀

酔
ぽ
①

伽
蟄
ぞ
β

O
臨

葎

ρ

嘗

①

ぼ

釦
ヨ

σ。
も

冒

o
o
ψ

o
施

目

蟄
昌
、ψ

娼
o
詔
霞

O
宮

ど

H

宅
8

剴

趙

鷲

。
き

ぽ

ゆ
犀
。
β

ぴ
暮

篤

亀

£
。
。・
。
・

H
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Φ
Φ

d)同
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嵩
B
甥

$

き
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ぞ

9

β
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冒

曙

・。
。
鎚

8

ξ

噸
①
。

暮

邑

脚唇

β
自

H

ゴ
δ
q
峯

σq
ぞ
Φ
℃

毒

崖
出
Φ
菊
暮

司
⑦

目
身

"
器

騰
鴛

鍵

司
o
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塩
o
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塁

穿

置

置

寧

φ

q
9

駐

目
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ぎ
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⑦
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覧

円
洋

o
臨
爵
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国
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酔

岡
O
尾
津
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O

H
O
oΩ酵
O
目
夢
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O
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9

あ

あ

、

人
間

の
榊

秘

よ

、
如

何

な

る
深
.い
源

に

・

汝

の
碁

れ

は

襲

し

て
ゐ

る

こ

と
か

。

わ

れ

は
今

迷

児

と
な

つ
た

け

れ
ど

も

、

.
汝

の
偉

・穴
な

る

さ
が

の
櫨
…つ

て
立

つ
根

底

の
幾

分

を

輩

純
な

幼

年

時

代

に
観

る

の
で
あ

る
。

併

し
わ
れ

は
斯
う
感
す

る
・r

そ

の
偉
大

さ
は
汝
官
身

に
由
來
す

る
も

の
、

.汝

に
し

て
與

へ
な
け
れ

ば
受
く

る
ご
と
な

い
も

の
な

る
を
。

わ
が
生

の
殆

ん
ど
黎
明
期
か
ら

い
に
し
日

は
わ
れ

に
甦
り

踊

人
間

の
能

力

の
潜
伏

の
場
庭

は
開

く

の
で
あ

る
づ

わ
れ
が
そ

こ
に
到
ら

ん
と
す
れ
ば
、

そ
れ

は
既

に
閉

ざ
す

の
で
あ

る
。
、

.
ン
圃
ヅ
ワ
ス
の
自
然
観
の
一
様
相



一一42一

ワ
7
ヅ
シ
・ス
の
肖
然
蜘
柳の

一
価稼
相

今

は
わ
れ

時
折
瞥

見

す

る
・が
、

・
や

が

て
老
齢

の
來

ら

ん
と
・き

は

は

や
見

る

こ
と

は
絶

え

て
無

か
ら

う

。

わ
れ

は

、
い

ま
猫

ほ
可
能

な

う
ち

に

言

葉

な

る
も

の

の
能

く

す

る
限

り

、

わ

が
所

感

に
形

膣

と
生
命

を

賦

與

し
、

斯

く

て
、
過

去

の
精

神

を
納

め
祀

つ

て
、

將

來

の
復

活

に
備

へ
ん
と

す

る

「

「
こ
れ

が
わ
が
希
望

で
あ

る
。

「
そ

の
偉

大

さ
は

汝
自
身

に
由

來

す

る
も

の
、
汝

に
し

て
與

へ
な

け

れ

ば
受

く

る

こ
と

の
な

い

」
と

は

、

バ
ー

添
り

1
流

の
心

理
學

の
殆

ヘ

ノ

ん
ど
完

全
な
放

棄

を
意

味
す
る
も

の
で
あ
る
。
我
等

の
精

神
生
活
は
も

は
や
輩
純
な
感
畳

か
ら

出
嚢
す

ゐ
過
程

の
成
果

で
は
な
く

て
、
却

つ
て
そ

の
覆

の
出
奮

…
と
眉
傲

さ
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

マ

ヅ

ワ

ス
は

こ
こ
に
本
有
観
念
読

に
等

し
い
も

の
を
読

い
て
ゐ
呑

で
あ

ノ

ぜ

る
。
彼

は
も

は

や

『
テ
ィ
ン
タ

ン
.
ア
ビ

ー
」

に
於

け

惹
如

く

「
自

然

の
禮

拝

者

」

で
は
な

い
。

訂

然

に
樹
す

る

信
仰

は
幼

少

時
か
ら

の
惰

性
で
犠

的
羅

持
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
つ
た
恰
好
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
た

『
プ
レ
リ

↑

ド
」

の
一
條
は
・
丁
度

『
舞

の
暗

傷

頚

」

が
完

成

し
た

頃

に
書

か

れ
た
も

の
で
あ

る

。

'

鼻

・

、

-

・
同

じ

経
瞼

を

述

べ

て
ゐ
る

も

う

一
箇

庭

は

、

一
八

一
八
年

に
書

か

れ
た

『
常

な

ら

ぬ

榮

光

と

美

の

夕

に

作

ら

れ

た

類
」

(
・・O
動
①

。
。
冨
b
。
ω
ゆ
勧

β
娼
。
β

欝
謂

国
く
Φ
且
鞠
の

。
胤
團
蓉

り
鉾
o
目
幽
宣

鴛

繁

qΩ
娼
冨

β
鋤
O
霞

蟄
β
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国
①
蟄
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ξ
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の

一
節

で

あ

る

!

σQ
⊆
o
ぽ

畑
β
O
の

津

O
日

叶
餌
①
岸

o
Φ
ざ

uo
註
暫
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詣
目
昌
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U
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ワ
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一
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b
昌

乱

σq
犀

碧

肩

o
器

ぽ

・・

乱

"
樹

ぽ

昼

・。昼
銭

$

か
か

る
色
彩
は
、

わ

が
幸
幅
な
り
し
幼
年

の
あ
し
た

に
は
、

わ

が
目

の
向

ふ
い
つ

こ
に
も

、

天

の
甕
か
ら
流
れ
出

て
ゐ
る

の
で
あ

つ
、た
。

こ
の
榮
光

の
瞥

見
が
如
何

に
し
で

こ

こ
に
ま
た
繰

返
さ
れ
た
か
。
.
,

否

々
、
寧

ろ
感

謝

の
言
葉
を

ロ
た

す

べ
き
だ
。

斯
か

る
榮
光

の
面
影

が
淺
存

し

て
は
ゐ
た
と
し

て
も

そ
れ
は
僅
か

に
夢

に
の
み
限

ら
れ

て
ゐ
た
か
ら
だ
。

㌔い
つ
く
し
き
力
よ
、

-

-

訂
然

の
恐
ろ

し
き
こ
わ
ね
と
と
も

に

李
和
、
静

け
さ
が
仕

へ
る
者

よ
、

'

　
　
カ
ま

若

し
も

わ
が
探

る
途

に
よ
か
ら
ぬ
も

の
が
あ

る
な

ら
ば
、

わ
れ
汝
か
ら
離
れ
去
ら

ん
と
す

る
な
ら
ば
、

」

へ

鳴

呼

、
早

く
も

失

は
れ

、＼
室

し

く
も

哀

惜

さ
れ

た
光

を

ぱ

、

今

ま

た

奇
蹟

の
如
く

甦

り

、

,

わ

が
畳

醒

の
眼
前

に
輝

く

と

見

え

る
光
を

ぱ

、



恩

寵

に
よ
り

声

わ
れ

に
思

ひ
出

さ

し
め

よ
。

わ

が
魂

は
猫

ほ
も

大

地

に
閉

ぢ

込

め
る
れ

て
あ

り

な

が
ら
、

第

二

の
誕

生

を
喜

ん

で

ゐ

ゐ
。
、

,
「
、

㌔

一

ヤ

鳴

呼
浩

え

て
し

ま

つ
た

、

ま
ぼ

ろ
↓

の
榮

光

は
。

そ

し

て
暮

色

と
共
.に
夜

は
近

づ

く

ゆ
、

ワ
ー
ヅ

ワ

ス
の
謂
ふ

「
早
く
も
失

は
れ
、
室

し
く
も
哀
惜

さ
れ
た
光

」
.と

は

『
不

死
の
暗
示

の
頚
』

に
い
は
ゆ
る

「
わ
が
生
涯

の
日

の

曙
光

」

の
こ
と

で
あ

る
。
.
そ
し
て
;
「
室
し
く
も
哀
借
遷
れ
た
」

と
は
?

『
不
死

の
一暗
示

の
頚
』
、
⑳
中

の
然

う
い
ふ
言
葉

の
こ
と
と
思
は
れ

る
。

一
八
∴

八
年
頃

に
微
有
帥
論
者

に
な

つ
そ

か
た
ワ
ー
ヅ

〃

ス
に
と

つ
て
は
、

『
不
死

の
暗
示

の
頚
↑
は
哲
學
的

に
要
當

で
な

い
之
思

は
れ
、
'
問
題
を
解

決
し
て
ゐ
な

い
と
思
は
れ

た
に
相
違
な

い
。
そ
れ
は

「
塞
し

い
」
歎

き
と
思
は
れ
た
で
あ

ら
う
。
此

の
頃

の
ワ

ー
ヅ
」ワ

ス
に
と

つ
て
は
、
も

は

や
自
然
が
神
と

同

一
の
も

の
と
も
、
紳
聖
な
も

の
と
も
考

へ
ら

れ
な
か

つ
た
。
神

は
自
然

の
創
造
者

と
し

て
、
自

然
を
超
絶
し
た
外
的
存
在
と
し

て
考

へ
ら
れ

夜
。
・
自
然

の
榮
光

の
知
毘

は
も
は
や
自
由
な
る
感
畳

に
由

る
も

の
で
な
く
、

「
嚴

し
き
力

」

の

「
恩
寵
」

に
由

る
も

の
で
あ
る
。
神

の
恩
寵

に
由

つ
て

「
光

」
を

「
思

ぴ
出

さ
し

め
」
ら
れ

る
の
で
あ
る
α
斯

う

い
ふ
思
想
的
立
場

に

立

つ
よ
う

に
な

つ
た

ワ
ー
ヅ

ワ

ス
に
は
、
自

分

の
、
あ

の
偉
大
な

る
不
朽

の
詩

『
不
死

の
暗
示

の
頚
』
は
當
然

「
室

し

い
哀
惜

」

に
過
ぎ

,
な

い
も

の
で
あ

り
た

で
あ
ら
う
。
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